生活衛生豆知識№33

古くて新しい問題　食品偽装

　
昭和５０年代の食品偽装の一番は米の偽装で、新潟魚沼産コシヒカリで、産地の収穫量の１０倍が流通しているとの報道でした。その後も現在まで米の産地偽装は続いていますが、米に続いて多いのが牛肉の産地（輸入品が国内産、一般的な国内産がブランド肉）偽装と思います。消費期限、細菌検査結果の改ざんなど各種の偽装が見られます。最近では北朝鮮産アサリが中国産に偽装されています。そこで、記憶に残っています食品偽装と６月に発覚した事例の概要を紹介します。

	№
	発覚年月
	概 　　　　　　　　　　　　　　　　  要

	１
	昭和60年 9月
	 山梨県のワイン製造会社。輸入原料ワインを利用して高級ワイン（貴腐ワイン）を製造。この原料ワインにジエチレングリコール（不凍液）が含まれていることを知らずにワインを製造。原材料にジエチレングリコールが混入していることが判明後、山梨県が調査した際、虚偽の報告と輸入原料ワインタンクを偽って他のタンクを示して説明した。信用失墜による売り上げ減少。

	２
	平成８年３月
	大手牛乳製造会社の新潟県と宮城県の牛乳工場。長期間にわたり生乳にクリーム、脱脂粉乳、水を加えたものを「成分無調整」牛乳と偽って製造販売していたことが判明。新潟県の工場での偽装判明後、宮城県の調査の際、虚偽の報告をし、実態は把握できなかった。その後、再度の内部告発による調査で全貌が判明した。企業は分割

	３

	平成１４年１月
	大手食肉製品製造会社の生肉部門。平成13年10月兵庫県内の冷蔵施設において、農水省のＢＳＥ対策としての国内産牛肉買い取り事業を悪用して、豪州産牛肉を国産牛肉と偽って国内産包装箱に詰め込み、買い取りの不正請求をした。作業を実際に依頼されて行った関連会社の内部告発で発覚した。その後、全国の営業所でも偽装していたことが判明し、全社的に偽装していた。国内産でも北海道産を熊本産に偽装していた。企業は倒産

	
	平成１４年５月
	業界最大手の大手食肉製品製造会社の関連会社でも、同様な偽装をしていたが発覚し、業界全体に波紋が広がった。

	４
	平成15年12月
	京都府の養鶏業者。平成15年６月19日に産卵した鶏卵が、価格下落のため56,000個が余り、冷蔵庫を借りて保管（２℃）していた。保管や廃棄に経費がかかるため、12月１日に外見上、異状がないので、新鮮卵と合わせ102,000個余りを12月1日、2日に12月10日、11日の賞味期限を付けて、大阪府、京都府のスーパーや生協などに出荷した。出荷直後から「においや味がおかしい」との苦情が相次いだ。

	５
	平成１９年６月
	北海道の食肉加工会社。①８年くらい前から豚肉入りひき肉を「牛ミンチ」として出荷、羊肉、鶏肉入りも「牛ミンチ」として出荷　②大量購入した冷凍コロッケやウインナーなどを冷凍庫に保管。需要があるたびに手作業で製品の包装を外して新たな賞味期限を記し、自社の表示を張って出荷　③ウインナーやベーコンの細菌検査で大腸菌群が検出しても「検出なし」として出荷　④外国産牛肉を混ぜたひき肉を国産や北海道産として出荷　⑤輸入鶏肉を国産鶏肉の袋に入れ替え出荷　（新聞報道）　


　　食品の偽装は古くて新しい問題で、これらは特徴があった事例です。毎回ＤＮＡ検査を、と話しがありますが、それよりは、営業者へ企業倫理、法令順守、発覚時には社会的制裁の大きさを十分訴え、行政は内部告発（良心の呵責にかられての告発、勤める会社に大きな影響を及ぼすことを覚悟）には、注意払い徹底的に調査をすることが重要と考えられます。　　　　　2007. 8. 9  　Ｋ.Oikawa















